
協力隊活動報告

農村活性化推進員 竹田全



自己紹介

名 前：竹田 全

出身地：札幌市

趣 味：釣り

特 技：野球

卒業後：４月より浜野牧場を引継ぎ、営農を開始します。
家族４人で力を合わせて一生懸命頑張ります！



１・２年目の振り返り

地域協力活動に注力



新規就農を目指して

「新規就農」という目標を持ち、

広尾町に移住しました。

１・２年目は農場派遣事業を中心に、

「地域協力」に重きを置いた活動を

行ってきました。

平坦な土地、新規参入者の多い町、「十勝」で新規就農できる可能性のある町



農場派遣事業での学び

・放牧

・つなぎ飼い

・フリーストール

・フリーバーン

・ロボット牛舎などなど…

沢山の「酪農」に触れ、学ぶことが

できました。

快く受け入れてくださった農家の皆様のおかげです！



出会い

農場派遣事業を通して

共栄地区農事組合「浜野牧場」との

ご縁があり、第三者経営継承に向け

た話し合いを進めてきました。

広尾町で前例のない「居抜き第三者継承」への挑戦



３年目の活動について

「就農」に向けた本格的な準備



農家実習開始

第三者経営継承を前提とした、

浜野牧場での実習が始まりました。

１年を通して、酪農や酪農家の生活

について学ぶことができました。

農家さんはタフだな～と身をもって感じました。



営農計画書の作成

経営開始に向けて、営農計画書の作

成や作業のシミュレーション、導入

予定品の選定などなど…

１年の予定やその先のイメージを膨

らませながら、様々なことを決定し

ていく。とにかく頭をたくさん使い

ました。

農場派遣事業での経験が生かされました。



苦労した点

実習と子育ての両立 子どもの病気や体調不良・不測の事態への対応

人事異動 仕組みづくり・モデルケースの重要性

新たな挑戦 前例がなく、０から１を作ることの難しさ

失敗や苦労をしたことで、就農前に色々なことに気付けてラッキーでした。



良かった点

農業以外の人と関わりを持てた 協力隊員を通じての繋がり

実習と子育ての両立ができた 安定した待遇・休日

様々な飼養管理を学べた 派遣事業、実習、座学、管外視察等

厳しい情勢下でも就農できた 第三者継承への取組・周囲のサポート

協力隊として新規就農を目指すことのメリットをより強く感じました。



課題解決に向けて

協力隊制度・前経営者の協力・就農時の負担軽減（牛・人・資金）

→第三者継承は子育て面から見ても有利

自分が就農することで、地域課題解決の糸口になりたい！

研修・就農の
多様性

子育てとの
両立

これまで…従業員として研修、農場リース事業を利用し就農

新たな取組…協力隊として研修、第三者継承で就農

→様々な状況に合わせて柔軟に対応できるよう、選択肢を増やしておくことが大切

初期投資問題
第三者継承で牛・施設・機械を引き継ぐ

→中間の無駄が省ける＝初期費用を抑えることが可能

協力隊から新規就農をすることで、概ね解決に繋がりました！



卒業後

実習先の浜野牧場を第三者継承にて

引き継ぎ、経営を開始します。

周囲の協力、町民の理解、浜野さん

夫婦のおかげで新規就農のスタート

ラインに立つことができました。

結果で恩返しできるように頑張ります！



協力隊OBとしてのこれから

①酪農を軸にした日々の生活を楽しむ

②酪農の豊かさ、広尾町の魅力発信

③現役協力隊員の活動を応援したい

町民の皆様、協力隊員が力を合わせて広尾町を盛り上げていく未来に向けて。



最後に…

３年間本当にありがとうございました。
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